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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内空気の吸込み口および熱交換空気の吹出し口を備えた室内機本体と、
　この室内機本体内に形成され、上記吸込み口と吹出し口とを連通する送風路と、
　この送風路に沿って配置されるエアフィルタ、熱交換器および横流ファンと、
　上記横流ファンに接触し、横流ファンに付着する塵埃を、横流ファンの回転にともなっ
て除去するファン清掃機構と、
　上記横流ファン側部に隣設され、横流ファンの側端面に対向してファン清掃機構部と連
通する塵埃導入口が形成され、ファン清掃機構が除去した塵埃を空気とともに上記塵埃導
入口から吸入して室外へ排出する吸排気機構と
を具備することを特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項２】
　上記横流ファンは、軸方向に所定間隔を存して設けられる円板からなる両側端板および
中間仕切り板と、これら両側端板および中間仕切り板の相互間に亘って架設される複数枚
の羽根を備え、
　上記横流ファンの両側端板および中間仕切り板の軸芯部に、上記ファン清掃機構が掻き
落した塵埃を案内する塵埃回収用開口部を備えたことを特徴とする請求項１記載の空気調
和機の室内機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、エアフィルタおよび送風機ファンに対する掃除機能と、これらから除去した
塵埃を室外へ排出する機能を備えた空気調和機の室内機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に多用される空気調和機の室内機は、いわゆる壁掛け式と呼ばれていて、部屋の
壁面高所に取付けられる。そのため、たとえば高齢者や女性にとってはエアフィルタの着
脱作業が困難をともない、エアフィルタに塵埃を付着させたままになり易い。長期間放置
すると、エアフィルタに塵埃の目詰まりが生じて、熱交換効率の低下を招いてしまう。
【０００３】
　近時、エアフィルタに付着するゴミを自動的に除去する機構を備えた空気調和機の室内
機が提供されるようになった。しかしながら、エアフィルタ清掃機構はエアフィルタの表
面に接触して塵埃を除去するので、一部の塵埃はエアフィルタの裏面側に落ち熱交換器に
付着する。もしくは、たとえば粉末状の塵埃はエアフィルタを通過して、熱交換器に付着
してしまう。
【０００４】
　［特許文献１］では、熱交換器の上部に洗浄スプレー装置を備え、洗浄液とすすぎ液を
スプレーしてフィンの表面に付着した塵埃を除去する。さらに、飛散した水滴が他の構造
物（送風機）に降りかかることのないよう可動式の防滴カバーを内設し、洗浄した液を露
受け皿に集めて機外へ排出する空気調和機が開示されている。
【特許文献１】特開平１１－３３７１０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで上述の［特許文献１］の技術では、上記防滴カバーは洗浄液等の液体をスプレ
ーする直前のタイミングで作動し、送風機を覆うようになっている。換言すれば、液体ス
プレー時において送風機に水滴がかかることはないが、防滴カバーに当たって跳ね返った
細かい水滴は霧状となって室内機本体内を浮遊してしまう。
【０００６】
　一般的な室内機では、熱交換器の側部に電気部品箱が並置されていて、送風機等の電動
部品やリモコンから送られる信号を制御する電気部品が収容されている。これら電気部品
のうちの一部は発熱量が著しく大であるので、箱内に冷却用空気を取入れて電気部品を冷
却し、温度上昇した空気を取出す構成となっているため、密閉化されていない。
【０００７】
　したがって、浮遊する霧状水滴の一部は電気部品箱内に侵入し、電気部品を濡らして漏
電事故が発生する虞れがある。また、粉末状塵埃は熱交換器を通過して送風機に至り、フ
ァンの回転にともなって発生する静電気の影響で、ファンに付着し易い。そのため、ファ
ンに対する掃除が必要であり、洗浄液を使用しない有効な掃除機構の開発が望まれている
。
【０００８】
　本発明は上記事情にもとづきなされたものであり、その目的とするところは、送風機フ
ァンに接触して、これに付着する塵埃を自動で除去し、ファンに対する掃除手間の軽減化
をなし、本体内部の清潔度の向上化を図れる空気調和機の室内機を提供しようとするもの
である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を満足するため本発明の空気調和機の室内機は、室内機本体に室内空気の吸込
み口および熱交換空気の吹出し口を備え、この吸込み口と吹出し口とを連通する送風路を
備え、この送風路に沿ってエアフィルタ、熱交換器および横流ファンを配置し、この横流
ファンに接触し横流ファンに付着する塵埃を横流ファンの回転にともなって除去するファ
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ン清掃機構を備え、横流ファン側部に隣設され横流ファンの側端面に対向してファン清掃
機構部分と連通する塵埃導入口が形成されファン清掃機構が除去した塵埃を空気とともに
塵埃導入口から吸入し室外へ排出する吸排気機構とを具備する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の空気調和機の室内機によれば、ファンに対する掃除手間の軽減化をなし、本体
内部の清潔度の向上化を図れる効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照しながら、本発明における実施の形態について詳細に説明する。　
　図１は空気調和機の室内機における概略の縦断面図、図２は室内機本体１の前面パネル
２を外して内部を見せた正面斜視図である。（なお、説明中に符号を付していない部品は
図示していない。以下同じ）　
　室内機本体１は、前面パネル２と後板筐体３とから構成されていて、正面視で横長状を
なす。前面パネル２の前面側一部に前部吸込み口４が開口され、開閉駆動機構に支持され
た可動パネルＰが嵌め込まれている。運転停止時および後述するエアフィルタ清掃機構Ａ
とファン清掃機構Ｂの作動時には、可動パネルＰは前面パネル２と同一面となり前部吸込
み口４を閉成する。また、空調運転時には可動パネルＰは手前側に突出変位し、本体１と
の間に隙間を形成して前部吸込み口４を開放するよう制御される。
【００１２】
　前面パネル２および後板筐体３の上部に亘って上部吸込み口５が設けられる。上部吸込
み口５には枠状の桟６が嵌め込まれていて、この桟６によって複数の空間部に仕切られて
いる。上記可動パネルＰ下部には吹出し口７が開口されていて、この吹出し口７には吹出
しルーバー８が設けられる。上記吹出しルーバー８は、運転停止時およびエアフィルタ清
掃機構Ａとファン清掃機構Ｂの作動時には上記吹出し口７を開閉し、かつ空調運転条件に
応じて熱交換空気の吹出し方向を設定できる。
【００１３】
　室内機本体１内には、前側熱交換器部１０Ａと後側熱交換器部１０Ｂとで略逆Ｖ字状に
形成される熱交換器１０が配置される。前側熱交換器部１０Ａは、前面パネル２と間隙を
存してほぼ平行な湾曲状に形成されて前部吸込み口４および上部吸込み口５の一部と対向
し、後側熱交換器部１０Ｂは直状に形成されて上部吸込み口５と傾斜して対向する。
【００１４】
　上記前側熱交換器部１０Ａの下端部は前ドレンパン９ａ上に載り、後側熱交換器部１０
Ｂの下端部は後ドレンパン９ｂ上に載って、それぞれの熱交換器部１０Ａ，１０Ｂから滴
下するドレン水を受け、図示しない排水ホースを介して外部に排水できるようになってい
る。
【００１５】
　一方、前部吸込み口４と前側熱交換器部１０Ａとの間には、前部エアフィルタ１１Ａが
取付けられる。上部吸込み口５と前側熱交換器部１０Ａ一部および上側熱交換器部１０Ｂ
との間には、上部エアフィルタ１１Ｂが取付けられる。これら前部エアフィルタ１１Ａと
上部エアフィルタ１１Ｂはともに、従来の室内機のようにユーザーが容易に着脱できる構
成としなくてもよい。
【００１６】
　すなわち、前部エアフィルタ１１Ａと上部エアフィルタ１１Ｂは、その表面側に備えら
れる上記エアフィルタ清掃機構Ａにより、捕捉し付着している塵埃を自動的に除去される
ようになっている。したがって、前部エアフィルタ１１Ａと上部エアフィルタ１１Ｂは専
門作業者がメンテナンス等、必要に応じて取外し可能な構成であればよい。
【００１７】
　上記エアフィルタ清掃機構Ａは、長手方向の両側端部が前部エアフィルタ１１Ａと上部
エアフィルタ１１Ｂの幅方向両側部に沿って設けられる左右一対のメーンガイド１２に支
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持され、中間部が前部エアフィルタ１１Ａと上部エアフィルタ１１Ｂの中間部に設けられ
る左右一対のサブガイド１３に支持される。上記メーンガイド１２およびサブガイド１３
ともに、前部エアフィルタ１１Ａの下端部（吹出し口７の上端部でもある）から上部エア
フィルタ１１Ｂの後端部に亘って設けられる。
【００１８】
　上記メーンガイド１２表面にはいわゆるラックａが設けられるのに対して、上記エアフ
ィルタ清掃機構Ａは上記ラックａに噛合するピニオンギヤを備えている。そしてエアフィ
ルタ清掃機構Ａの一側部には、上記ピニオンギヤを駆動する駆動機構を備えているので、
ピニオンギヤを回転駆動することでエアフィルタ清掃機構Ａはメーンガイド１２とサブガ
イド１３に沿って自走できる。
【００１９】
　上記エアフィルタ清掃機構Ａは、左右のメーンガイドに亘って架設される横長状のダス
トボックス１５と、このダストボックス１５内の一側部に収容され、ダストボックス１５
の全長に亘る軸方向長さのロールブラシ１６と、ダストボックス１５内の他側部に形成さ
れる塵埃受け通路１７および、上記ロールブラシ１６を回転駆動するブラシ駆動機構とか
ら構成される。
【００２０】
　上記ロールブラシ１６は、その毛先が前部エアフィルタ１１Ａと上部エアフィルタ１１
Ｂに接触するよう支持される。したがって、ロールブラシ１６が回転駆動されることで、
前部エアフィルタ１１Ａと上部エアフィルタ１１Ｂに付着する塵埃を除去しダストボック
ス１５内に取入れることができる。上記塵埃受け通路１７は、ロールブラシ１６が除去し
た塵埃を受け入れる位置に形成されている。
【００２１】
　再び図１に示すように、上記傘状に形成される熱交換器１０の前後側熱交換器部１０Ａ
，１０Ｂ相互間に室内送風機２０が配置される。上記室内送風機２０は、ファンモータと
、このファンモータの回転軸に一方の支軸が機械的に連結されるファン２１とから構成さ
れる。上記ファン２１は、横流ファン（クロスフローファン）であって、後述する加工が
施されている。
【００２２】
　なお、図２のみに示す（図１では省略）ように、上記熱交換器１０の前側熱交換器部１
０Ａにおける前面部で、前部エアフィルタ１１Ａとの間には空気清浄ユニットＣが取付け
られている。この空気清浄ユニットＣは前部エアフィルタ１１Ａが捕捉できない細かい塵
埃を集塵付着するとともに、脱臭作用も行う。
【００２３】
　図３は、上記横流ファン２１の概略の構成図である。　
　上記横流ファン２１は、軸方向の両側部に設けられる円板状の端板２２と、これら両側
端板２２の間に所定間隔を存して並置される複数枚の円板状の中間仕切り板２３と、これ
ら両側端板２２と中間仕切り板２３の周端部に沿って設けられる溝部を貫通し、たとえば
接着等の手段をもって取付け固定される複数枚の羽根２４からなる。
【００２４】
　図中右側の端板２２の軸芯部には孔部２２ａが設けられていて、ここに上記ファンモー
タの回転軸が挿入され、かつ固定される。図中左側の端板２２の軸芯部には支軸２２ｂが
外方へ突設されていて、この支軸２２ｂは横流ファン２１側部に設けられる軸受部に支持
される。
【００２５】
　さらに、図中右側の端板２２には、上記孔部２２ａと周端部との間に複数の円弧状長孔
ｂが設けられ、左側の端板２２には支軸２２ｂと周端部との間に複数の孔部ｃが設けられ
る。上記中間仕切り板２３には、上記羽根２４の取付け部位を除く軸芯部に円形の開口部
ｄが設けられる。
【００２６】
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　上記横流ファン２１は回転駆動されることによって周方向から空気を吸込み、周方向へ
吹出すことができる。その一方で、一方の端板２２に設けられる円弧状長孔ｂと、中間仕
切り板２３に設けられる開口部ｄおよび他方の端板２２に設けられる孔部ｃとが互いに連
通状態となっている。すなわち、横流ファン２１を構成する羽根２４の内側に、上記孔部
ｂ等からなる塵埃回収用開口部２５が形成されている。
【００２７】
　再び図１に示すように、前後ドレンパン９ａ，９ｂの一部側壁外面は室内送風機２０に
近接した位置に設けられ、これらで室内送風機２０の横流ファン２１に対するノーズを構
成している。ノーズを構成する前後ドレンパン９ａ，９ｂの側壁部分と吹出し口７の各辺
部との間は、隔壁部材２６によって連結される。隔壁部材２６で囲まれる空間が、ノーズ
と吹出し口７とを連通する吹出し送風路２７となる。
【００２８】
　上記室内送風機２０の横流ファン２１を回転駆動することにより、前部吸込み口４およ
び上部吸込み口５と、上記吹出し口７とを連通する送風路２８が形成され、その一部が上
記吹出し送風路２７となる。上記前部エアフィルタ１１Ａおよび上部エアフィルタ１１Ｂ
と、熱交換器１０と、室内送風機２０は、上記送風路２８の上流側から下流側に沿って、
順に配置されることになる。
【００２９】
　上記前ドレンパン９ａのノーズ構成部の近傍に、上記室内送風機２０の横流ファン２１
を掃除する上記ファン清掃機構Ｂが設けられる。このファン清掃機構Ｂは、横流ファン２
１の軸方向全長に亘って対向配置されるブラシ等の清掃具３０と、この清掃具３０を進退
移動させる進退駆動機構とから構成される。清掃具３０を進出移動した状態で、ブラシの
毛先が横流ファン２１に接触し、後退移動することでブラシの毛先が横流ファン２１から
離間するよう設定されている。
【００３０】
　上記熱交換器１０の一側部に電気部品箱２９が並置される。この電気部品箱２９内には
、リモコンから送られる信号や各種のセンサ類から送られてくる信号にもとづいて、室内
送風機２０他の電動部品を制御する半導体部品および電気部品の集合体である制御部Ｓが
収容されている。一部の電気部品は発熱量が著しく大であるので、冷却用空気を取入れて
その電気部品を冷却し、温度上昇した空気を取出す冷却用開口部を備えていて、密閉化さ
れていない。
【００３１】
　また、上記電気部品箱２９とは反対側の熱交換器１０側部には、後述する吸排気機構Ｄ
が設けられている。この吸排気機構Ｄは上記室内送風機２０を構成する横流ファン２１の
側部に隣設され、この横流ファン２１の軸心の延長上に軸心を有している。　
　つぎに、上記吸排気機構Ｄについて詳述する。　
　図４は吸排気機構Ｄに対するエアフィルタ清掃機構Ａとファン清掃機構Ｂの作用説明図
、図５は吸排気機構Ｄとエアフィルタ清掃機構Ａ一部の斜視図、図６は吸排気機構Ｄの一
部を拡大した斜視図、図７は吸排気機構Ｄを分解した斜視図、図８は吸排気機構Ｄの作用
を説明する図である。
【００３２】
　上記吸排気機構Ｄは、上記エアフィルタ清掃機構Ａおよび上記ファン清掃機構Ｂが除去
した塵埃を室外へ排出する機能を備えている。なお説明すると、特に図４に示すように、
上記エアフィルタ清掃機構Ａと吸排気機構Ｄの間には、除去した塵埃を案内するエアフィ
ルタ用案内路３２が介設され、上記ファン清掃機構Ｂと吸排気機構Ｄとの間には、除去し
た塵埃を案内するファン用案内路３３が形成される。
【００３３】
　エアフィルタ用案内路３２およびファン用案内路３３は、互いに逆に開閉動作する開閉
機構３４，３５を備えている。すなわち、エアフィルタ用案内路３２を開閉機構３４が開
放したときはファン用案内路３３を開閉機構３５が閉成し、ファン用案内路３３を開閉機
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構３５が開放したときはエアフィルタ用案内路３２を開閉機構３４が閉成するよう作用す
る。
【００３４】
　上記エアフィルタ用案内路３２は、上記吸排気機構Ｄを構成するファンケーシング３６
の周面一部に接続される。上記ファン用案内路３３は、上記吸排気機構Ｄに形成される塵
埃導入口３７と対向していて、この塵埃導入口３７は上記横流ファン２１の軸受部と対向
する位置にある。
【００３５】
　したがって、エアフィルタ用案内路３２とファン用案内路３３は吸排気機構Ｄで合流す
る。そのため、エアフィルタ清掃機構Ａとファン清掃機構Ｂに対して１つの吸排気機構Ｄ
で対応でき、部品の共通化による室内機本体１のコンパクト化とメンテナンスの簡素化を
得られる。
【００３６】
　吸排気機構Ｄはファンケーシング３６内に多翼型ファンからなる換気ファン３８を備え
ている。換気ファン３８と横流ファン２１の軸芯は同一の軸Ｌ上にあり、これらの間に上
記塵埃導入口３７が形成されることとなる。　
　しかも、ファン清掃機構Ｂと吸排気機構Ｄは互いに連動するよう制御される。たとえば
、ファン清掃機構Ｂの作動開始にタイミングを合わせて吸排気機構Ｄを作動開始してもよ
く、ファン清掃機構Ｂが作動を開始して所定時間が経過したあとで吸排気機構Ｄを作動さ
せてもよく、あるいは吸排気機構Ｄの作動を開始して所定時間が経過したあとファン清掃
機構Ｂを作動させてもよい。
【００３７】
　さらに、ファンケーシング３６には排気ダクト３９が接続されていて、この排気ダクト
３９は家屋の壁Ｋを貫通して開口端部が屋外へ延出される。　
　図５に示すように、上記エアフィルタ清掃機構Ａを構成するダストボックス１５の一方
の端部のみ開口され、排出ボックス４０でカバーされる。この排出ボックス４０と上記吸
排気機構Ｄの上記ファンケーシング３６は接続ホース４１で連通されていて、この接続ホ
ース４１が上記エアフィルタ用案内路３２の一部を形成することになる。
【００３８】
　上記接続ホース４１は全体的に緩やかな曲線をなすよう曲成されていて、内部を導通す
る塵埃が途中で詰まらないように配慮されている。そして、エアフィルタ清掃機構Ａの作
動時においてダストボックス１５の移動および変位位置の影響を受けることのない充分な
長さを有する。
【００３９】
　上記吸排気機構Ｄを構成するファンケーシング３６はスクロール状に形成され、周面一
部に上記接続ホース４１が接続される口体を備えた塵埃案内用ケース４２が設けられる。
したがって、塵埃案内用ケース４２と上記接続ホース４１でエアフィルタ用案内路３２が
形成される。
【００４０】
　図６に示すように、この塵埃案内用ケース４２の一部はダンパケース４３として突設さ
れ、このダンパケース４３内にエアフィルタ用案内路３２の上記開閉機構３４である風力
ダンパが設けられる。　
　上記風力ダンパ３４は、側面視で略への字状に折曲される板片からなっていて、上記ダ
ンパケース４３は風力ダンパ３４の形状に合致するよう突出形成される。風力ダンパ３４
の一端は支軸を介して塵埃案内用ケース４２に回動自在に支持され、風力ダンパ３４の他
端は重力で垂れ下がって塵埃案内用ケース４２内を遮断する。
【００４１】
　接続ホース４１に所定圧以上の風圧（負圧）が加わると、風力ダンパ３４の自由端は風
圧で上方に押され、エアフィルタ用案内路３２を開放する。この状態から所定圧以上の風
圧が無くなれば、もしくは正圧が加われば、風力ダンパ３４はエアフィルタ用案内路３２
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を遮断するようになっている。
【００４２】
　図７および図８に示すように、上記吸排気機構Ｄは、一側部にユニットベース４５が設
けられ、他側部に上記ファンケーシング３６を有する送風機構５０が設けられるとともに
、ユニットベース４５と送風機構５０との間には、上記ファン用案内路３３の開閉機構３
５である換気ダンパおよびダンパ駆動機構５５が介設される。（なお、ここでは上記塵埃
案内用ケース４２については省略している）
　上記ユニットベース４５の上部は、熱交換器１０を構成する前側熱交換器部１０Ａと後
側熱交換器部１０Ｂの組合せ形状と合致し、かつ熱交換器１０の側端部が載る。ユニット
ベース４５の略中央部には周縁に沿ってリブｆが突設される取付け用開口部４６が設けら
れる。この取付け用開口部４６の略半周に沿い、互いに所定間隔を存して複数の全閉用片
部４７が設けられ、一部の全閉用片部４７相互間には２次用換気口４８が開口される。
【００４３】
　上記取付け用開口部４６に軸受具４９が嵌着固定され、上記室内送風機２０を構成する
横流ファン２１の支軸２２ｂを軸支している。内面側に突設される２本のステーｇにダン
パ駆動機構５５を構成する小ギヤ５６が回転自在に嵌着される。他のステーｈの端面ねじ
孔に、送風機構５０を取付け固定する取付けねじ５１が螺挿される。
【００４４】
　ユニットベース４５には，ダンパ駆動機構５５を構成する駆動用モータ５７が取付け固
定され、さらに駆動用モータ５７の回転軸に連結する駆動ギヤ５８が回転自在に支持され
る受部５９が設けられる。
【００４５】
　上記換気ダンパ３５の中心部に設けられる孔部６０が、上記取付け用開口部４６周面に
沿って形成されるリブｆに回転自在に嵌め込まれる。換気ダンパ３５は、孔部６０から径
方向に沿って断面略皿状に形成され、円形状の外周縁に沿ってギヤ部Ｇが設けられる。こ
のギヤ部Ｇには、ダンパ駆動機構５５を構成する２個の小ギヤ５６と駆動ギヤ５８が噛合
する。
【００４６】
　上記換気ダンパ３５における孔部６０と外周のギヤ部Ｇとの間で、周方向の一部には複
数の案内用換気口６２が設けられる。これら案内用換気口６２は、ユニットベース４５の
上記２次用換気口４８と全く同一の開口寸法形状をなし、案内用換気口６２相互間隔は、
上記全閉用片部４７相互間隔と同一に設定されている。
【００４７】
　上記換気ダンパ３５はリブｆに嵌め込まれた状態で、ユニットベース４５内面と間隙を
存し、かつ換気ダンパ３５の一側面は全閉用片部４７端縁に常に摺接状態にある。したが
って、換気ダンパ３５の案内用換気口６２が２次用換気口４８と対向している状態を除い
て、各２次用換気口４８は換気ダンパ３５によって閉塞される。
【００４８】
　上記送風機構５０は、換気ダンパ３５側の側面に対して開口する吸気口６３を備え、周
端部に排気口体６４が突設される上記ファンケーシング３６と、このファンケーシング３
６の吸気口６３対向面に取付けられるファンモータ６５と、このファンモータ６５の回転
軸に取付けられる上記換気ファン３８とから構成される。
【００４９】
　上記換気ファン３８は、回転にともなって軸心方向から空気を吸込んで周方向へ送風す
る、いわゆる遠心ファンタイプ（多翼型）である。実際には、ファンケーシング３６の吸
気口６３から空気を吸込んで排気口体６４へ送風する作用をなす。上記排気口体６４には
先に図４で示した排気ダクト３９が接続されていて、この排気ダクト３９は壁Ｋを貫通し
て屋外へ延出されることは上述のとおりである。
【００５０】
　このようにして構成される空気調和機の室内機であって、リモコンの運転スイッチをオ
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ンに切換えると、可動パネルＰが前部吸込み口４を開放し、冷房運転と暖房運転の指定に
応じて吹出し口７に備えられる吹出しルーバー８が回動して風向姿勢が設定される。同時
に、室内送風機２０が送風作用をなす一方で、室外機の圧縮機が駆動され冷凍サイクル運
転が開始される。
【００５１】
　室内空気は、前部吸込み口４と上部吸込み口５とから室内機本体１内に形成される送風
路２８に沿って導かれる。すなわち、室内空気は前部エアフィルタ１１Ａおよび上部エア
フィルタ１１Ｂを通過し、室内空気中に含まれる塵埃が捕捉される。さらに、空気清浄ユ
ニットＣを流通して清浄化した室内空気は熱交換器１０に導かれて熱交換作用が行われる
。この熱交換空気は吹出し送風路２７から吹出し口７に導かれ、吹出しルーバー８に案内
されて室内へ吹出され、効率のよい空調運転を継続できる。
【００５２】
　上記空調運転を長期間継続すると、必然的に前、上部エアフィルタ１１Ａ，１１Ｂに室
内空気から捕捉した塵埃が堆積するとともに、各エアフィルタ１１Ａ，１１Ｂと熱交換器
１０を通過した塵埃が室内送風機２０を構成する横流ファン２１に静電気の影響で付着す
る。
【００５３】
　そこで制御部Ｓは、空調運転の終了の都度、もしくは所定の空調運転累積時間の経過後
に、上記エアフィルタ清掃機構Ａとファン清掃機構Ｂに作動開始信号を送る。もしくは、
ユーザーが任意でリモコンの掃除スイッチを押すことで、制御部Ｓから各清掃機構Ａ，Ｂ
へ作動開始信号を送れるように設定してもよい。
【００５４】
　上記制御部Ｓは、可動パネルＰの駆動機構へ信号を送って前部吸込み口４を閉成すると
ともに、吹出しルーバー８の駆動機構へ信号を送って吹出し口７を閉成する。すなわち、
予め室内機本体１を略密閉構造化して収集した塵埃が漏れるのを可能な限り防御する。こ
れらの閉成完了後のタイミングをとって、はじめにエアフィルタ清掃機構Ａへ作動開始信
号が送られる。
【００５５】
　運転停止時は勿論のこと空調運転時においても、エアフィルタ清掃機構Ａを構成するダ
ストボックス１５は図１に示すように前部吸込み口４上端と上部吸込み口５前端と間の前
面パネル２部位と対向する位置にあるので、特に空調運転中において前部吸込み口４と上
部吸込み口５から本体１内に吸込まれる室内空気の流通障害とならない。
【００５６】
　エアフィルタ清掃機構Ａに作動開始信号が送られると、ピニオンギヤが駆動されてダス
トボックス１５はメーンガイド１２とサブガイド１３に案内され、前部エアフィルタ１１
Ａの前面側に沿って移動する。同時に、ブラシ駆動機構がダストボックス１５内のロール
ブラシ１６を回転駆動して、その毛先が前部エアフィルタ１１Ａに接触する。前部エアフ
ィルタ１１Ａに付着している塵埃はロールブラシ１６によって掻き落され、かつダストボ
ックス１５内の塵埃受け通路１７に受け入れられる。
【００５７】
　上記ダストボックス１５が前部エアフィルタ１１Ａの上端から下端に亘って移動したら
、今度は下端から上端へ向って移動し、前部エアフィルタ１１Ａに残っている塵埃を除去
する。その後、ダストボックス１５は上部エアフィルタ１１Ｂの前端から後端に亘って移
動して付着している塵埃を除去し、再び上部エアフィルタ１１Ｂの前端位置に戻って塵埃
を除去してから、清掃作用を停止する。
【００５８】
　前部エアフィルタ１１Ａと上部エアフィルタ１１Ｂともに２度ずつ塵埃の除去作業がな
され、清掃効果が完璧となる。ダストボックス１５の塵埃受け通路１７には各エアフィル
タ１１Ａ，１１Ｂから除去した塵埃が収集されているので、制御部Ｓはエアフィルタ清掃
機構Ａへ作業終了信号を送ったあと、吸排気機構Ｄへ作動信号を送り、収集された塵埃を
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屋外へ排出する。
【００５９】
　上記吸排気機構Ｄは、「２次側空気換気モード」と、「１次側空気換気モード」および
「ダンパ全閉モード」の３種類のモードに切換えられるようになっている。なお、２次側
、１次側の呼称は、ここでは上記熱交換器１０を基準としていて、２次側空気は熱交換器
１０を流通したあとの空気を言い、１次側空気は熱交換器１０に流通する以前の空気を言
う。
【００６０】
　上記制御部Ｓは、吸排気機構Ｄを作動する際に、「ダンパ全閉モード」を選択する。換
気ダンパ３５が回動され、案内用換気口６２がユニットベース４５の全閉用片部４７とリ
ブｆによって囲まれて完全閉成状態になる。また、ユニットベース４５の２次用換気口４
８が換気ダンパ３５面によって完全閉成され、ファンケーシング３６の吸気口６３が閉塞
される。すなわち、開閉機構である換気ダンパ３５は塵埃導入口３７を閉成し、したがっ
てファン用案内路３３が閉成される。
【００６１】
　ついで、送風機構５０が作用して換気ファン３８が回転駆動されると、ファンケーシン
グ３６内が負圧状態となる。この影響でダンパケース４３内も負圧状態となり、開閉機構
である風力ダンパ３４はエアフィルタ用案内路３２を開放する。
【００６２】
　エアフィルタ用案内路３２を介してダストボックス１５内の塵埃受け通路１７にも負圧
がかかることになり、ここに収集されていた塵埃がエアフィルタ用案内路３２からファン
ケーシング３６内に導かれ、さらに排気ダクト３９を介して屋外へ排出される。換気ダン
パ３５がファン用案内路３３を閉成すると、風力ダンパ３４はエアフィルタ用案内路３２
を開放する。
【００６３】
　エアフィルタ清掃機構Ａが収集した塵埃を屋外へ排出したあと、制御部Ｓはファン清掃
機構Ｂへ作業開始信号を送るとともに、吸排気機構Ｄへは「２次側空気換気モード」への
切換え信号を送る。ファン清掃機構Ｂを構成する進退駆動機構は、清掃具３０を進出移動
させてブラシの毛先を横流ファン３１に接触させる。
【００６４】
　そのうえで、制御部Ｓは横流ファン３１を低速運転させる。すなわち、空調運転中は横
流ファン３１を正回転駆動し、ファン清掃機構Ｂの作動中は横流ファン３１を逆回転駆動
する、もしくは正回転駆動と逆回転駆動を繰り返すよう制御する。　
　図８に示すように、横流ファン３１の回転にともなってブラシ清掃具３０の毛先が摺接
し、横流ファン３１に付着していた塵埃が除去される。同時に、吸排気機構Ｄにおけるダ
ンパ駆動機構５５が作動して換気ダンパ３５を回動させ、換気ダンパ３５の案内用換気口
６２とユニットベース４５の２次用換気口４８が対向する。
【００６５】
　すなわち、吸排気機構Ｄの塵埃導入口３７が開放され、かつ塵埃導入口３７と横流ファ
ン３１の塵埃回収用開口部２５とが、ユニットベース４５と横流ファン３１の端板２２と
の間隙であるファン用案内路３３を介して対向することになる。　
　上記横流ファン３１の低速回転により常時開放している上部吸込み口５から室内空気が
室内機本体１内に吸込まれ、熱交換器１０を流通する。そして、熱交換器１０から流出し
た２次側空気は換気ファン３８の作動により、２次用換気口４８と案内用換気口６２およ
び吸気口６３を介して吸排気機構Ｄ内に吸込まれる。
【００６６】
　同時に、塵埃導入口３７からファン用案内路３３を介して横流ファン３１の塵埃回収用
開口部２５に負圧がかかる。横流ファン３１から掻き落された塵埃は塵埃回収用開口部２
５からファン用案内路３３に導かれ、塵埃導入口３７において２次側空気と合流して吸排
気機構Ｄ内に導入される。そして、２次側空気とともに塵埃は排気ダクト３９を介して屋
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外へ排出される。
【００６７】
　このようにして、換気ダンパ３５がファン用案内路３３を開放すると、風力ダンパ３４
はエアフィルタ用案内路３２を閉成する。上記ファン用案内路３３は、横流ファン３１側
端端部とユニットベース４５との間隙から形成され、エアフィルタ用案内路３２のような
接続ホース４１は存在しないが、距離が短く、かつ塵埃回収用開口部２５に対する負圧が
大であるので、塵埃の屋外排出は無理なく行われる。
【００６８】
　また、吸排気機構Ｄは「１次側空気換気モード」も選択できる。このときは、換気ダン
パ３５の案内用換気口６２の位置をユニットベース４５の２次用換気口４８の位置からず
らし、ダンパ３５面をユニットベース４５の全閉用片部４７端縁に接触させ、２次用換気
口４８を換気ダンパ３５で閉成する。したがって、送風機構５０周面とユニットベース４
５内面とは間隙が形成され、案内用換気口６２は上記間隙と連通して１次側空気が導かれ
る。
【００６９】
　ただし、上記塵埃導入口３７を構成する２次用換気口４８が閉成されるので、換気ファ
ン３８を駆動しても横流ファン３１の塵埃回収用開口部２５に対して負圧をかけ難く、吸
排気機構Ｄ内に塵埃を吸込み難くなる。したがって、吸排気機構Ｄが「１次側空気換気モ
ード」を選択した際には、ファン清掃機構Ｂは連動しない。
【００７０】
　なお、「２次側空気換気モード」と「１次側空気換気モード」において、送風機構５０
を構成するファンケーシング３６から上記ダンパケース４３に対して送風圧がかかるので
、ダンパケース４３に設けられる風力ダンパ３４が接続ホース４１側への気流の流れを防
止する。したがって、接続ホース４１からダストボックス１５への気流の逆流がない。
【００７１】
　このように本発明においては、前、上部エアフィルタ１１Ａ，１１Ｂと室内送風機２０
の横流ファン２１にそれぞれ接触して、これらに付着する塵埃を自動で除去するので、洗
浄液を用いる必要がない。各エアフィルタ１１Ａ，１１Ｂとファン２１に対する掃除手間
が軽減化して、室内機本体１内部の清潔度の向上化を図れる。
【００７２】
　本発明は上述した実施の形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。そして、上述した実施の形態に
開示されている複数の構成要素の適宜な組合せにより種々の発明を形成できる。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明における一実施の形態に係る、空気調和機室内機の概略断面図。
【図２】同実施の形態に係る、室内機本体内部の正面斜視図。
【図３】同実施の形態に係る、横流ファンの概略の構成図。
【図４】同実施の形態に係る、エアフィルタ清掃機構とファン清掃機構の作用時における
塵埃の流れを説明する図。
【図５】同実施の形態に係る、エアフィルタ清掃機構の一部と吸排気機構の外観斜視図。
【図６】同実施の形態に係る、吸排気機構の一部を拡大した斜視図。
【図７】同実施の形態に係る、吸排気機構の構成部品を分解した斜視図。
【図８】同実施の形態に係る、吸排気機構の作用説明図。
【符号の説明】
【００７４】
　４，５…（前部、上部）吸込み口、７…吹出し口、１…室内機本体、２８…送風路、１
１Ａ…前部エアフィルタ、１１Ｂ…上部エアフィルタ、１０…熱交換器、２０…送風機、
Ａ…エアフィルタ清掃機構、Ｂ…ファン清掃機構、Ｄ…吸排気機構、３７…塵埃導入口、
３０…清掃具（回転ブラシ）、２２…端板、２３…中間仕切り板、２４…羽根、２１…横
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